
フライトインフォメーションシステム
日本全国の多くの空港に採用されています

(1/2)2019

旅客案内 Passenger Information Systems

Flight Information Display System (FIDS)

FIDSは、空港における出発・到着便のフライト案内を行うシステムです。当社は1978年に宮古島空港へフラッ
プ式案内装置を納入以降、国内の各空港で採用いただき、国内シェアは約5割となっております。
LCC（格安航空会社）参入への対応やコードシェア便（共同運行便）表示の複雑化、エアラインサーバと接続した
表示変更自動化、また広告や館内案内を表示するデジタルサイネージなど、FIDSに求められる機能は増加して
おります。当社はFIDSや鉄道の旅客案内で培ってきた経験と実績を生かして、このようなご要望にお応えし安定
稼働するシステムをご提供いたします。

■エアラインサーバとのオンライン接続により、案内制御を自動化
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高松空港ビル株式会社 殿　 高松空港

国内線到着メインボード：液晶ディスプレイ

高知空港ビル株式会社 殿　

高知空港

タブレット操作卓（ゲート／バゲージ用）

  出発メインボード：液晶ディスプレイ
（6面マルチ＋縦１面）

ゲートボード：液晶ディスプレイ
優先搭乗表示（搭乗時以外は次発便表示）


